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証券コード：6094
株式会社フリークアウト・ホールディングス

13第 期
定時株主総会
招集ご通知
2022年1 0月 1日から2 0 2 3年 9月 3 0日

日 時 2023年12月22日（金曜日）午前10時

場 所 東京都港区六本木六丁目３番１号
六本木ヒルズクロスポイント ３階オフィス
（末尾の株主総会会場ご案内図をご参照ください）

【ご出席を予定または検討されている株主様】

多くの株主様が集まる株主総会は集団感染のリスク
がございます。
議決権行使書面にて議決権を行使いただき、株主総
会当日のご来場をお控えいただくこともご検討くださ
い。
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証券コード 6094
2023年12月７日

（電子提供措置の開始日2023年11月30日）
株 主 各 位

東京都港区六本木六丁目３番１号
株式会社フリークアウト・ホールディングス
代表取締役社長 Global CEO 本田 謙

第13期定時株主総会招集ご通知

拝啓 平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
さて、当社第13期定時株主総会を下記により開催いたしますので、ご通知申し上げます。
本株主総会の招集に際しては電子提供措置をとっており、インターネット上の下記ウェブサイ

トに「第13期定時株主総会招集ご通知」として電子提供措置事項を掲載しております。
当社ウェブサイト(https://www.fout.co.jp/ir/dividends/meeting/)

電子提供措置事項は、上記ウェブサイトのほか、東京証券取引所（東証）のウェブサイトにも
掲載しておりますので、以下の東証ウェブサイト（東証上場会社情報サービス）にアクセスし
て、銘柄目（フリークアウト・ホールディングス）または証券コード（6094）を入力・検索し、
「基本情報」、「縦覧書類/PR情報」を選択のうえ、ご確認くださいますようお願い申し上げます。

東証ウェブサイト
（https://www2.jpx.co.jp/tseHpFront/JJK010010Action.do?Show=Show）

なお、当日のご出席に代えて、書面（議決権行使書用紙）によって事前に議決権を行使するこ
とができますので、お手数ながら後記又は電子提供措置事項に掲載の株主総会参考書類をご検討
くださいまして、同封の議決権行使書用紙に議案に対する賛否をご表示いただき、2023年12月
21日（木曜日）午後７時（当社営業時間終了の時）までに到着するようご送付いただきたくお
願い申し上げます。

敬 具
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記
1. 日 時 2023年12月22日（金曜日）午前10時

受付開始予定：午前９時
2. 場 所 東京都港区六本木六丁目３番１号 六本木ヒルズクロスポイント３階オフィス

（末尾の株主総会会場ご案内図をご参照ください）
3. 目的事項

報告事項 １．第13期（2022年10月１日から2023年9月30日まで）事業報告、連結計算
書類の内容並びに会計監査人及び監査等委員会の連結計算書類監査結果報告
の件

２．第13期（2022年10月１日から2023年9月30日まで）計算書類報告の件
決議事項
第１号議案 取締役（監査等委員である取締役を除く。）４名選任の件
第２号議案 補欠の監査等委員である取締役１名選任の件
第３号議案 会計監査人選任の件

以 上
〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
◎当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付にてご提出くださいます
ようお願い申し上げます。
◎議決権行使書面において、議案に賛否の表示がない場合は、賛成の意思表示をされたものとし
て取り扱わせていただきます。
◎電子提供措置事項に修正が生じた場合は、掲載している各ウェブサイトに修正内容を掲載させ
ていただきます。

＜新型コロナウイルス感染症の感染防止への対応について＞
・当日は、入口でご来場の皆様の体調・体温を確認させていただく場合があります。
・発熱や咳などの症状のある株主様そのほか体調不良の株主様につきましては、感染リスクを抑
えるため入場をお断りし、又は退場をお願いすることがございますのでご了承ください。

＜インターネットによる事前質問受付のご案内＞
当日にご出席いただけない株主の皆様には、株主総会当日に会場でご出席いただくことの代替

措置として、事前にご質問を承ります。
皆様のご関心が高い事項につきましては、株主総会当日の質疑応答において取り上げさせて頂

くことを予定しております。
ご質問をご希望の株主様は、以下のURL又はQRコードにアクセスいただき、

必要事項をご入力のうえ、ご送信ください。
https://www.fout.co.jp/ir/dividends/meeting/question/202312/

※ 事前質問につきましては当社ホームページのみの受付とさせていただきます。
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事 業 報 告
2022
2023

年
年
10
9
月
月

１
30

日から
日まで

１．企業集団の現況に関する事項
（１）事業の経過及びその成果

当社グループは、ミッションである「人に人らしい仕事を。」の実現を目指し、日本、北
米、東アジア及び東南アジアを中心に、グローバルに事業を展開しております。
当連結会計年度においては、世界的な新型コロナウイルス感染症の影響がまだ残る中で、

ロシア・ウクライナ情勢、米国の景気後退、急速な円安の進行など、非常に先行き不透明な
状況が継続しております。
このような状況のもと、当連結会計年度における当社グループの業績は以下のような内容

となりました。
まず、広告・マーケティング事業（日本）においては、中期経営計画のフォーカス領域で

ある「プレミアム媒体支援」事業が順調に収益貢献し、株式会社フリークアウトの主力プロ
ダクトであるモバイルマーケティングプラットフォーム「Red」及びプレミアム媒体を対象
とした広告プラットフォーム「Scarlet」が順調に推移いたしました。
次に、広告・マーケティング事業（海外）においては、米国の景気後退懸念による広告市

場の縮小の影響を受けて、米国法人Playwire,LLCが前年同期比でEBITDA、営業利益が減益
となったほか、東アジア・東南アジアもゲーム市場の変化による影響を受けて前年同期比で
減益となりました。
また、投資事業においては投資先からの配当金受領及び有価証券の一部売却等を実施し、

利益貢献いたしました。
最後に、持分法適用会社では、タクシー内のデジタルサイネージを提供するIRIS社が、順

調に利益貢献いたしました。

以上の結果、当連結会計年度の業績は、売上高30,604百万円（前年同期比5.7％増）、営
業利益1,610百万円（前年同期比21.1％増）、経常利益2,338百万円（前年同期比13.7％
減）、EBITDA（営業利益＋減価償却費＋のれん償却額＋持分法による投資利益＋株式報酬
費用＋株式取得・売却関連費用）3,452百万円（前年同期比43.4％増）、親会社株主に帰属
する当期純利益7,870百万円（前年同期比476.7％増）となりました。

2023年11月22日 14時44分 $FOLDER; 4ページ （Tess 1.50(64) 20230919_01）



― 4 ―

セグメント別の業績は次のとおりであります。

（広告・マーケティング事業）
広告・マーケティング事業では、モバイルマーケティングプラットフォーム「Red」

（DSP）、プレミアム媒体を対象とした広告プラットフォーム「Scarlet」、ネイティブプラッ
トフォームなどの提供を行い、広告主の広告効果最大化及び媒体社の収益最大化に取り組み
ました。
当連結会計年度においては、プレミアム媒体支援事業が順調に成長し、株式会社フリーク

アウトの主力プロダクトであるモバイルマーケティングプラットフォーム「Red」及び
「Scarlet」についても順調に推移しております。

また、海外子会社の事業は米国の景気後退懸念による広告市場の縮小と東アジアにおける
ゲーム市場の変化による影響を受けて、米国法人Playwire,LLC、アジア（東アジア・東南ア
ジア）が前年同期比で減益となりました。
この結果、広告・マーケティング事業の外部顧客への売上高は29,041百万円（前年同期

比0.6％増）、セグメント利益は1,497百万円（前年同期比33.8％減）、EBITDAは2,766百
万円（前年同期比16.4％減）となりました。

(投資事業）
投資事業では、Global展開のポテンシャルを有する製品/ソリューションを開発するITベ

ンチャー企業を主たる投資対象として、投資リターンによる企業価値の向上を図るための事
業を行っております。
当連結会計年度においては、投資先からの配当金受領及び有価証券の一部売却等を実施い

たしました。
この結果、投資事業の外部顧客への売上高は1,474百万円（前年同期は1百万円）、セグメ

ント利益は1,367百万円（前年同期はセグメント損失325百万円）、EBITDAは1,329百万円
（前年同期は△350百万円）となりました。

（その他事業）
その他事業では、国内外のグループにおける経営管理機能等の提供をしております。
当連結会計年度においては、M&Aによる投資先を中心とする海外拠点の拡大に伴う管理

体制の強化、海外子会社からの配当金受領等を実施いたしました。
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この結果、その他事業の外部顧客への売上高は88百万円（前年同期比0.4％増）、セグメ
ント利益は818百万円（前年同期比161.4％増）、EBITDAは1,429百万円（前年同期比
541.4％増）となりました。

（２）設備投資の状況
当連結会計年度中の設備投資の総額は488百万円であります。その主なものは、ソフトウ

ェア開発等399百万円であります。

（３）資金調達の状況
当社グループでは、当連結会計年度におきまして、運転資金に充当するために、銀行から

の借入により、2,286百万円の資金調達を行っております。

（４）他の会社の株式その他の持分又は新株予約権等の取得又は処分の状況
当社は、2023年9月にUUUM株式会社の普通株式を公開買付けにより取得し、連結子会

社化しております。詳細につきましては「連結注記表 12.その他の注記」をご参照くださ
い。
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（５）対処すべき課題
当社は持株会社であり、グループとして、主力事業である国内外のインターネット広告市

場における事業を中心に、当社グループの技術基盤を活用したRetailTech領域などの新規事
業並びにインフルエンサーマーケティング領域に関連する事業を推進するとともに、内部管
理体制を強化し企業価値の更なる向上に努めてまいります。現時点において、対処すべき課
題として当社で認識している事項につきましては、以下のとおりであります。

① 開発力の更なる強化
当社グループの更なる事業拡大にむけて、優秀なエンジニアの採用・育成の強化を国内の

みならずグローバルに図ってまいります。
また、優秀なエンジニアを確保するため、エンジニアのコミュニティーや勉強会で当社の

プレゼンスを高め、外部エンジニアとのコネクションの拡充を行っていくとともに、様々な
採用方法を活用してまいります。

② M＆A等による事業成長及び事業領域拡大
当社グループは、既存事業のシナジーが発揮できる事業領域及び当社グループの技術基盤

を活用できる事業領域に対して投資を行い、また、M&A完了後においても適切なPMIを実
施することで、持続的な成長に努めてまいります。

③ 内部管理体制の強化
当社グループの経営の公正性・透明性を確保するために、内部管理体制強化に取り組んで

まいります。また、定期的な当社グループの内部監査の実施によるコンプライアンス体制の
強化、監査等委員監査による当社グループのコーポレート・ガバナンス機能強化に取り組ん
でまいります。

④ 情報セキュリティのリスク対応の強化
当社グループは、ウイルスや不正な手段による外部からのシステムへの侵入、システムの

障害及び役職員・パートナー事業者の過誤による損害を防止するために、引き続き優秀な技
術者の確保や、職場環境の整備及び社内教育による情報セキュリティの強化を図ってまいり
ます。また、当社の主要子会社であるUUUM株式会社では個人情報を多く預かっており、
その情報管理を強化していくことが重要であると考えております。UUUM株式会社では現
在、個人情報保護方針及び社内規程に基づき管理を徹底しておりますが、今後も社内教育・
研修の実施やシステムの整備などを継続して行ってまいります。
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⑤ 新型コロナウイルス感染症への対応
当社グループは、取引先様、グループの従業員とその家族等の安全と健康を第一に考え、

時差出勤やテレワークの実施、リモート会議等を活用し、感染予防対策を徹底しておりま
す。感染拡大防止と事業の継続を両立させ、コロナ禍における事業資金の確保及び事業継続
に注力していく所存です。

⑥ クリエイターサポートの強化
当社の主要子会社であるUUUM株式会社では、バディ（マネージャー）によるサポート

からタイアップ案件の獲得、イベントの開催、クリエイターグッズの販売、バックヤードの
サポートなど、様々な側面でクリエイターのバックアップに努めております。新型コロナウ
イルス感染症はクリエイターの活動環境に変化をもたらしましたが、UUUM株式会社では
そのような変化を好機と捉え、オンラインを中心としたUUUM株式会社の強みを生かして
コロナ禍のもとでもクリエイターが活躍のフィールドを広げ、多くのファンを獲得できるよ
う、サポート体制をさらに強化し、多様化するクリエイターのニーズにも応えてまいりま
す。そして、インターネット上で活躍する全てのクリエイターにとって、必要不可欠な存在
を目指してまいります。

⑦ コンテンツ管理体制の強化
主要子会社であるUUUM株式会社では健全なコンテンツを発信していくことが、中長期

的なメディアとしての視聴者獲得や広告主の獲得につながるとの考えのもと、クリエイター
に対するコンプライアンス研修やコンテンツ管理に注力してまいりました。昨今では、イン
ターネット上のコンテンツの健全性に対する世間の関心がますます高まっていることから、
引き続き当社グループとしてコンテンツ管理体制を一層強化してまいります。
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（６）財産及び損益の状況の推移
① 企業集団の財産及び損益の状況

区 分 第10期
2020年９月期

第11期
2021年９月期

第12期
2022年９月期

第13期
(当連結会計年度)
2023年９月期

売上高 （千円） 24,878,580 29,499,898 28,965,063 30,604,370

経常利益又は
経常損失(△) （千円） △221,048 1,112,391 2,709,925 2,338,170

親会社株主に帰属する
当期純利益又は
親会社株主に帰属する
当期純損失(△)

（千円） △669,902 580,465 1,364,745 7,870,220

１ 株 当 た り 当 期 純 利 益 又 は
１株当たり当期純損失(△)（円） △42.04 34.51 76.34 440.22

総資産 （千円） 24,316,347 20,534,755 24,734,660 43,362,094
純資産 （千円） 6,356,708 7,856,549 10,042,915 19,332,250
１株当たり純資産 （円） 278.22 380.40 476.49 915.14
（注）第12期の期首より、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を適用しております。また、

収益認識に関する会計基準等の適用については、収益認識に関する会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従
い、第11期以前に対し、新たな会計方針を遡及適用しておりません。

② 当社の財産及び損益の状況

区 分 第10期
2020年９月期

第11期
2021年９月期

第12期
2022年９月期

第13期
(当事業年度)
2023年９月期

売上高 （千円） 653,062 938,668 653,769 3,108,957
経常利益又は
経常損失(△) （千円） △629,778 128,997 △574,730 1,360,599

当期純利益又は
当期純損失(△) （千円） △766,951 △229,131 △1,326,654 8,926,324

１株当たり当期純利益又は１株当たり当期純損失(△)（円） △48.13 △13.62 △74.21 499.30
総資産 （千円） 15,201,702 11,014,005 10,910,608 23,646,607
純資産 （千円） 4,143,223 5,709,853 4,596,599 13,799,913
１ 株 当 た り 純 資 産 （円） 250.67 319.18 248.62 748.44
（注）第12期の期首より、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を適用しております。また、

収益認識に関する会計基準等の適用については、収益認識に関する会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従
い、第11期以前に対し、新たな会計方針を遡及適用しておりません。
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（７）重要な親会社及び子会社の状況（2023年９月30日現在）
① 親会社の状況

該当事項はありません。

② 重要な子会社の状況
会 社 名 資 本 金 出資比率 主要な事業内容

FREAKOUT PTE.LTD. 19,386千シンガポールドル 100％ その他事業

PT. FreakOut dewina Indonesia 2,500,000千インドネシアルピア 100％
（1％）

広告・マーケ
ティング事業

株式会社フリークアウト 51,000千円 100％ 広告・マーケ
ティング事業

adGeek Marketing Consulting Co.,Ltd. 32,737千台湾元 66.7% 広告・マーケ
ティング事業

本田商事株式会社 30,000千円 100% 広告・マーケ
ティング事業

FreakOut China Co.,Ltd. 1,700千中国元 100%
（100%）

広告・マーケ
ティング事業

Playwire,LLC ― 75％
（75%）

広告・マーケ
ティング事業

UUUM株式会社 834,125千円 52.4％
インフルエン
サーマーケテ
ィング事業

（注）出資比率の（ ）内は、間接所有比率（内数）であります。

（８）主要な事業内容（2023年９月30日現在）
事 業 区 分 事 業 内 容

広告・マーケティング事業
モバイルマーケティングプラットフォーム「Red」、プレミアム媒
体を対象とした広告プラットフォーム「Scarlet」及びネイティブ
アドプラットフォーム「Poets」

投資事業 ITベンチャー企業への投資・育成

インフルエンサーマーケティング事業
クリエイターの様々な活動のサポートや、ゲーム開発・運営等
クリエイターを活用したプロモーションや、番組制作・チャンネル
運営等

その他事業
グループ会社株式保有によるグループ経営戦略の策定・管理、グル
ープ会社全体への経営指導、管理部門業務、内部監査機能及び新規
事業
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（９）主要な事業所（2023年９月30日現在）
① 当社

名 称 所 在 地
本 社 東京都港区

② 子会社
会 社 名 事業所 所 在 地

FREAKOUT PTE.LTD. 本 社 シンガポール共和国シンガポール市
PT. FreakOut dewina Indonesia 本 社 インドネシア共和国ジャカルタ市

株式会社フリークアウト
本 社 東京都港区

関 西 支 社 大阪府大阪市
adGeek Marketing Consulting Co.,Ltd. 本 社 中華民国(台湾)台北市
本田商事株式会社 本 社 東京都港区
FreakOut China Co.,Ltd. 本 社 中華人民共和国上海市
Playwire,LLC 本 社 米国フロリダ州

UUUM株式会社
本 社 東京都港区

宮 崎 支 店 宮崎県宮崎市
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（10）従業員の状況（2023年９月30日現在）
① 企業集団の従業員の状況

事 業 区 分 従 業 員 数
広告・マーケティング 事 業 433名

インフルエンサーマーケティング事業 574名

そ の 他 事 業 47名

合 計 1,054名
（注）1．従業員数は就業人員（当社グループから当社グループ外への出向者を除く。）であります。なお、臨時

従業員数は従業員数の総数の100分の10未満であるため、記載を省略しております。
2．従業員数が前連結会計年度末と比べて576名増加しておりますが、その主な理由は、2023年9月15日

付でUUUM株式会社を連結子会社化したためであります。

② 当社の従業員の状況
従 業 員 数 前事業年度末比増減 平 均 年 齢 平 均 勤 続 年 数

47名
（４名）

2名増
( 4名増 ) 35.7歳 2.5年

（注）従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除く。）であり、（ ）は臨時従業員の年間平均雇用人員
（１日８時間換算）であります。

（11）主要な借入先（2023年９月30日現在）
借 入 先 借 入 額

株式会社三井住友銀行 3,120,766千円
株式会社りそな銀行 2,534,305千円
株式会社みずほ銀行 1,623,651千円
株式会社商工組合中央金庫 1,000,000千円

（12）その他企業集団の現況に関する重要な事項
該当事項はありません。
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２．会社の株式に関する事項（2023年９月30日現在）
（１）発行可能株式総数 30,000,000株
（２）発行済株式の総数 18,022,924株 （自己株式145,184株を含む）
（３）株主数 3,892名
（４）大株主（上位10名）

株 主 名 持 株 数 持 株 比 率
DAIWA CM SINGAPORE LTD - NOMINEE MOTHERS OF INVENTION PTE LTD 5,834,100株 32.63％
伊藤忠商事株式会社 2,835,700株 15.86％
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 917,000株 5.13％
株式会社日本カストディ銀行（信託口） 826,700株 4.62％
BBH(LUX) FOR FIDELITY FUNDS-PACIFIC POOL 763,500株 4.27％
スカパーJSAT株式会社 670,600株 3.75％
THE BANK OF NEW YORK 133652 454,200株 2.54％
MSIP CLIENT SECURITIES 318,878株 1.78％
海老根 智仁 284,100株 1.59％
株式会社日本カストディ銀行（信託B口） 200,300株 1.12％
（注）１．持株比率は、自己株式（145,184株）を控除して計算しております。

２．MOTHERS OF INVENTION PTE LTD は、当社代表取締役社長 Global CEO 本田謙の資産管理
会社であります。
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３．会社の新株予約権等に関する事項
（１）当事業年度の末日に当社役員が保有している職務執行の対価として交付された新株予約権

等の状況
該当事項はありません。

（２）当事業年度中に職務執行の対価として当社従業員等に交付した新株予約権等の状況
該当事項はありません。

（３）その他新株予約権等に関する重要な事項
該当事項はありません。
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４．会社役員に関する事項
（１）取締役の氏名等（2023年９月30日現在）

地 位 氏 名 担当及び重要な兼職の状況

代 表 取 締 役 本 田 謙 社長 Global CEO

取 締 役 永 井 秀 輔 CFO

取 締 役 時 吉 啓 司
広告事業管掌
株式会社フリークアウト 代表取締役社長
本田商事株式会社 代表取締役社長

取 締 役 竹 内 誠 海外グループ管掌
取 締 役

（常勤監査等委員） 井 出 博 之 ー
取 締 役

（監 査 等 委 員） 高 田 祐 史 島田法律事務所 パートナー
取 締 役

（監 査 等 委 員） 松 橋 雅 之 ―

（注）１．取締役のうち井出博之氏、高田祐史氏及び松橋雅之氏の３名は社外取締役であります。
２．監査等委員井出博之氏は、コンサルティングファームにおいて、企業のコンプライアンス、危機管理及び個人情報

保護法等に関するリスクマネジメントについて長年にわたるコンサルティング経験を通じ、当該リスクマネジメン
トを中心とした企業経営に関する深い知見を有しております。なお、同氏は、常勤監査等委員でありますが、常勤
監査等委員を選定している理由は、監査等委員会の監査・監督機能を強化し、取締役（監査等委員を除く）からの
情報収集、社内の重要会議からの情報及び内部監査部門等との密な連携を図ることで得られる情報を監査等委員会
にフィードバックすることにより監査の実効性向上に資するためであります。

３．監査等委員高田祐史氏は、弁護士の資格を有しており、コーポレートガバナンス及び法務全般に関する相当程度の
知見を有しております。

４．監査等委員松橋雅之氏は、財務（コーポレートファイナンス）の分野において外資系投資銀行を中心にグローバル
に活躍してきた経歴・経験を有しております。

５．当社は、社外取締役である井出博之氏、高田祐史氏及び松橋雅之氏を、独立役員として、東京証券取引所に届け出
ております。

（２）責任限定契約の内容の概要
当社と社外取締役である各監査等委員は、当社定款及び会社法第427条第１項の規定に基

づき、同法第423条第１項の損害賠償を限定する契約を締結しております。当該契約に基づ
く賠償責任限度額は、会社法第425条第１項に規定する最低責任限度額としております。
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（３）取締役の報酬等の額
区 分 支 給 人 員 報 酬 等 の 総 額

取 締 役
（監査等委員を除く）
（うち社外取締役）

4名
(ー名)

104,726千円
（ー千円)

取締役（監査等委員）
（うち社外取締役）

３名
(３名)

23,150千円
（23,150千円)

合 計
（うち社外取締役）

7名
(３名)

127,876千円
（23,150千円)

(注) 上記の報酬とは別に、公正価値にて払込がなされる有償ストック・オプションを発行しております。

①取締役の個人別の報酬等の内容の決定にかかる決定方針に関する事項
当社は、2021年２月12日開催の取締役会において、取締役（監査等委員を除く）の個

人別の報酬等の内容にかかる決定方針を決議しております。また、業績連動報酬等や非金
銭報酬等はなく、基本報酬（金銭報酬）のみを支給しております。
当社の取締役（監査等委員を除く）の基本報酬は、月例の固定報酬とし、役位、職責、

当社への貢献度に応じて、当社の業績、従業員給与の水準を考慮しながら総合的に勘案し
て決定しております。

②取締役（監査等委員を除く）及び取締役（監査等委員）の報酬等についての株主総会の決
議に関する事項
当社は、2017年12月21日の定時株主総会において、取締役４名（監査等委員を除く）

の報酬限度額は年額２億円以内と決議いただいております。また、2016年12月21日の定
時株主総会において、取締役３名（監査等委員）の報酬限度額は年額3,000万円以内と決
議いただいております。
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③取締役の個人別の報酬等の内容の決定にかかる委任に関する事項
当事業年度にかかる取締役（監査等委員を除く）の個人別の報酬の決定については、

2017年12月21日開催の定時株主総会の決議による報酬総額の限度額の範囲内において代
表取締役社長 Global CEO 本田謙に一任しております。
なお、取締役（監査等委員を除く）の個人別の報酬額については、取締役会決議に基づ

き、代表取締役社長 Global CEO 本田謙がその具体的内容について委任を受けるものと
し、その権限は、各取締役の職責、担当事業の業績及び当社への貢献度を踏まえた各取締
役の基本報酬の額の決定を内容としております。
取締役会が、以上の権限を委任した理由は、取締役会において定めた決定方針に従い、

当社グループ全体の業績を俯瞰しつつ、各取締役の役割等の評価を行うのは、代表取締役
社長 Global CEO 本田謙が最も適していると判断したためであります。
取締役会は、当事業年度に係る取締役の個人別の報酬について、報酬の内容の決定方法

及び決定された報酬の内容が、取締役会の決定方針と適合していることを確認し、当該方
針に沿うものと判断しております。
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（４）役員等賠償責任保険契約の内容の概要
当社は、当社の取締役（監査等委員である取締役を除く）、監査等委員である取締役及び

執行役員並びに当社子会社の取締役、監査役及び執行役員を被保険者とする役員等賠償責任
保険契約を保険会社との間で締結しており、被保険者がその職務の執行に関し責任を負うこ
と又は当該責任の追及にかかる請求を受けることによって生じることのある損害を当該保険
契約により填補することとしております。当該保険契約の保険料は当社が全額負担してお
り、被保険者の実質的な保険料負担はありません。
ただし、被保険者の職務の執行の適正性が損なわれないようにするため、被保険者が違法

に利益又は便宜の提供を得た場合や犯罪行為、不正行為、詐欺行為又は法令違反行為である
ことを認識しながら行った場合等には填補の対象としないこととしています。

（５）社外役員に関する事項
① 他の法人等における重要な兼職の状況及び当社と当該他の法人等との関係

取締役（監査等委員）高田祐史氏は島田法律事務所のパートナー弁護士であります。な
お、当社と島田法律事務所との間には特別な関係はありません。

② 当事業年度における主な活動状況

区分 氏 名 当事業年度の取締役会及び監査等委員会の出席状況、発言状況、
社外取締役が果たすことが期待される役割に関して行った職務の概要

社外取締役
（監査等委員） 井 出 博 之

取締役会12回全てに出席し、長年にわたるコンサルティングファームに
おける企業のコンプライアンス、危機管理及び個人情報保護法等の分野
に関するリスクマネジメントのコンサルティング経験に基づき、当社の
リスクマネジメントを中心とした経営に対する助言等、十分な役割を果
たしております。また常勤監査等委員として、他の取締役に対して、情
報を共有し、他の社外取締役による正確な判断ができるように役割を果
たしております。
監査等委員会10回全てに出席し、議案審議等に適宜助言又は提言を行っ
ております。
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区分 氏 名 当事業年度の取締役会及び監査等委員会の出席状況及び発言状況、
社外取締役が果たすことが期待される役割に関して行った職務の概要

社外取締役
（監査等委員） 高 田 祐 史

取締役会16回全てに出席し、弁護士としての専門的見地から、客観的か
つ中立的な立場で、意思決定プロセスの妥当性、コーポレート・ガバナ
ンスや適法性に関する助言等、十分な役割を果たしております。
監査等委員会15回全てに出席し、議案審議等に適宜助言又は提言を行っ
ております。

社外取締役
（監査等委員） 松 橋 雅 之

取締役会16回全てに出席し、長年にわたる外資系投資銀行等における豊
富な経験と幅広い知識に基づき、財務（コーポレートファイナンス）を
はじめ当社経営全般への助言や経営に対する実効性の高い監督等、十分
な役割を果たしております。
監査等委員会15回全てに出席し、議案審議等に適宜助言又は提言を行っ
ております。

（注）上記の取締役会の開催回数の他、会社法第370条及び当社定款第23条第２項の規定に基づき、取締役会決
議があったものとみなす書面決議が1回ありました。
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５．会計監査人の状況
（１）会計監査人の名称

和泉監査法人

（２）当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額
報 酬 等 の 額

当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額 42,000千円
当社及び子会社が会計監査人に支払うべき金銭その他の財
産上の利益の合計額 42,000千円

（注）１．当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づ
く監査の監査報酬等の額を明確に区分しておらず、実質的にも区分できませんので、当事業
年度に係る会計監査人の報酬等の額にはこれらの合計額を記載しております。

２．監査等委員会は、会計監査人の監査計画の内容、会計監査の職務遂行状況及び報酬見積りの
算出根拠等が適切であるかどうかについて必要な検証を行った結果、会計監査人の報酬等の
額について会社法第399条第１項及び第３項の同意を行っております。

３．当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額以外に、前事業年度に係る追加報酬として当事業
年度中に支出した額は１百万円あります。

４．当社の海外子会社については、当社の会計監査人以外の監査法人の監査を受けております。

（３）会計監査人の解任又は不再任の決定の方針
監査等委員会は、会計監査人の職務の執行に支障がある場合等、その必要があると判断し

た場合は、監査等委員全員の同意により、会計監査人の解任又は不再任を株主総会の議案と
して決定いたします。
また、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める項目に該当すると認められる場合

は、監査等委員全員の同意に基づき、会計監査人を解任いたします。この場合、監査等委員
会が選定した監査等委員は、解任後最初に招集される株主総会におきまして、会計監査人を
解任した旨と解任の理由を報告いたします。

（４）責任限定契約の内容の概要
当社は、会社法第427条第１項に基づき、会計監査人との間に会社法第423条第１項の損

害賠償責任を限定する契約を締結しております。当該契約に基づく損害賠償責任限度額は、
会社法第425条第１項に規定する額としております。
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６．業務の適正を確保するための体制の整備に関する事項
（１）業務の適正を確保するための体制

取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その他会社の業務
の適正を確保するための体制についての決定内容の概要は以下のとおりであります。

① 当社及び子会社の取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保す
るための体制
イ．当社は、取締役及び使用人の法令遵守の意識を高めるため、「コンプライアンス規程」

を制定し、適宜法令教育その他職務に応じた研修等を行うことにより、高い倫理観の醸
成に努める。当社グループ全ての取締役及び従業員は、企業の社会的責任を深く自覚
し、日常の職務において、関係法令を遵守し、社会倫理に適合した行動を実践するよう
努めることとする。

ロ．当社は、代表取締役社長 Global CEOが内部監査室長を内部監査責任者として指名し、
当社及び子会社に対する内部監査を実施することにより、職務の執行が法令、定款及び
社内規程に準拠して行われているかを検証する。

ハ．当社は、内部通報制度を構築し、運用することにより、法令、定款及び社内規程に違反
する行為を早期に発見し、適切かつ迅速に対応する。

② 当社の取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制
イ．当社は、取締役会等の重要な会議の議事録等、取締役の職務の執行に係る情報は、文書

化（電磁的記録を含む）のうえ、経営判断等に用いた関連資料と共に保存する。
ロ．当社は、文書管理に関する主管部門を置き、管理対象文書とその保管部署、保存期間及

び管理方法等を「文書管理規程」に定める。
ハ．取締役の職務の執行に係る情報は、取締役又は監査等委員からの要請があった場合に備

え、閲覧可能な状態を維持し、文書管理規程に基づき適切に管理する。
ニ．当社は、機密情報、個人情報については、法令及び機密文書管理規程、特定個人情報取

扱規程に基づき厳格かつ適切に管理する。

③ 当社の損失の危険の管理に関する規程その他の体制
当社は、「リスク管理規程」を制定し、リスク管理主管部署を定めるとともに、事業遂行

に関わるリスクについて、リスクを識別し、リスクの回避、軽減及び移転その他必要な措置
を講ずる。
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④ 当社の取締役の職務の執行が効率的に行われていることを確保するための体制
イ．当社は、定時取締役会を毎月１回開催するほか、必要に応じて臨時取締役会を開催し、

事業上の重要な意思決定及び業務執行の監督・確認を行う。また、社内規程で定められ
た決裁権限に従って迅速かつ機動的な意思決定を行う。

ロ．当社は、取締役会の決定に基づく職務の執行を効率的に行うため、「職務権限規程」「業
務分掌規程」等の社内規程を定め、権限及び責任の明確化を図る。

⑤ 当社並びに子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制
イ．当社並びに子会社からなる企業集団における業務の適正を確保するために、当社の子会

社管理を担当する経営企画室は、「関係会社管理規程」に基づいて子会社の状況に応じ
て必要な管理を行う。

ロ．内部監査室は、当社の子会社管理状況及び子会社の業務活動について内部監査を実施す
る。

⑥ 当社の監査等委員会の職務を補助すべき使用人に関する事項
イ．当社は、監査等委員会の職務を補助するため、監査等委員の求めに応じて監査等委員を

補助すべき使用人を配置し、監査等委員会の職務を補助すべき取締役は置かない。
ロ．監査等委員は、監査等委員を補助すべき使用人に対して監査に必要な事項を指示するこ

とができる。

⑦ 当社の監査等委員会の職務を補助すべき使用人の取締役（監査等委員である取締役を除
く。）からの独立性及び当該使用人に対する指示の実効性の確保に関する事項
イ．監査等委員会の職務を補助すべき使用人は、監査等委員会の業務を補助するに際しては

監査等委員会のその指揮・命令に従う。
ロ．当該使用人の人事異動については、監査等委員会の意見を尊重する。

⑧ 当社の監査等委員会への報告に関する体制
イ．監査等委員は、取締役会、その他の重要な会議に出席し、取締役及び使用人から説明を

受けることができるものとする。
ロ．監査等委員は、稟議等の重要な書類その他の書類を閲覧し、必要に応じて取締役及び使

用人に説明を求めることができるものとする。
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ハ．取締役及び使用人は、会社の経営又は業績に重大な影響を及ぼす恐れのある事実につい
ては、随時監査等委員会に報告しなければならないものとする。

ニ．当社グループ（当社及び子会社をいう。以下同じ）の取締役及び使用人は、法令等の違
反行為等、当社に著しい損害を及ぼす恐れのある事実については、発見次第、直ちに当
社の監査等委員会に対して報告を行うこととする。

ホ．当社グループの内部通報制度の担当部署は、当社グループの役員及び使用人からの内部
通報の状況について、定期的に当社の監査等委員会に対して報告を行う。

⑨ 当社の監査等委員会に報告した者が当該報告したことを理由として不利な取扱いを受けな
いことを確保するための体制
当社は、監査等委員会へ報告を行った内容及び報告の事実は秘密として扱われ、報告者

が、当該報告をしたことを理由として不利な取扱いをしないことを規程にて明確化し、社内
の取締役及び使用人に周知徹底する。

⑩ 当社の監査等委員の職務の執行について生ずる費用の前払又は償還の手続その他の当該職
務の執行について生ずる費用又は債務の処理に係る方針に関する事項
監査等委員会がその職務の執行について当社に対して会社法第399条の２第４項に基づく

費用の前払い等の請求をしたときは、担当部署において審議の上、当該請求に係る費用又は
債務が当該監査等委員の職務の執行に必要でないと認められた場合を除き、速やかにこれに
応じるものとする。

⑪ その他当社の監査等委員会の監査が実効的に行われることを確保するための体制
イ．監査等委員会は、取締役と定期的に会合を持ち、会社が対処すべき課題、監査等委員会

の環境整備の状況、監査等委員会の監査上の重要課題等について意見を交換し、相互の
意思疎通を図る。

ロ．監査等委員会は、監査に必要な事項について取締役に対して報告を求めることができる
ものとし、必要に応じて取締役に対して是正を要求することができるものとする。

ハ．監査等委員会は、内部監査室と緊密な連携を保つとともに、必要に応じて内部監査室に
調査を求めることができる。

ニ．監査等委員会は、必要に応じ、弁護士、公認会計士、税理士その他の社外の専門家に意
見を求めることができる。
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（２）業務の適正を確保するための体制の運用の状況
① コンプライアンスへの取組の状況

当社は、コンプライアンス規程及び内部通報規程を社内イントラネットに掲載して、役職
員に対して周知及び教育を実施しております。

② 情報の保存及び管理に関する取組の状況
株主総会、取締役会、その他の重要な会議の議事録、稟議書等職務の執行に係る重要な文

書等は、法令及び社内規程に従い、適切に管理しております。

③ 職務執行の効率性の確保に関する取組の状況
イ．取締役会を毎月開催するほか、必要に応じて臨時取締役会を開催し、重要事項に関する

迅速な意思決定、効率的な職務の執行を行っております。
ロ．取締役会の実効性を高め、取締役がその監督機能を十分に果たすことができるよう、

毎月、取締役会開催数日前に各取締役を対象とした上程議案に関する事前説明を実施し
ております。

④ 監査等委員会の監査の実効性の確保に関する取組の状況
イ．監査等委員は、取締役会開催数日前に上程議案に関する事前説明を受けた上で、取締役

として取締役会の決議に加わるとともに、重要な意思決定のプロセスや業務執行状況の
把握のため、その他重要会議にも出席をしております。

ロ．監査等委員会は、毎月開催するほか、必要に応じて臨時監査等委員会を開催し、監査方
針及び計画の決定、取締役の業務執行の監査等を実施しております。

ハ．監査等委員は、定期的に代表取締役との間で定期的な会合、意見交換を実施しておりま
す。

ニ．監査等委員は、会計監査人及び内部監査室との間で監査における状況または課題につい
て定期的な会合、意見交換を実施しております。

⑤ 内部監査に関する取組の状況
イ．内部監査室は、当社及び子会社の法令、定款、社内規程等に従い当社及び子会社の業務

遂行が適正に実施されているか監査を実施しております。
ロ．内部監査室は、内部監査を実施した結果について内部監査報告書を作成し代表取締役に

報告をしております。
ハ．内部監査室は、定期的に会計監査人及び監査等委員会に内部監査の結果について会合、

意見交換を実施しております。
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連 結 貸 借 対 照 表
（2023年９月30日現在） （単位：千円）

科 目 金 額 科 目 金 額
資 産 の 部 負 債 の 部

流 動 資 産 31,176,282 流 動 負 債 20,172,987
現金及び預金 19,394,902 買掛金 6,612,973
受取手形 34,472 短期借入金 6,599,943
売掛金 8,653,941 1年内返済予定の長期借入金 1,122,417
その他 3,428,101 1年内償還予定の社債 360,000
貸倒引当金 △335,134 未払法人税等 3,207,026

固 定 資 産 12,185,811 契約負債 205,554
有形固定資産 463,402 賞与引当金 200,958
建 物 273,851 役員賞与引当金 22,753
工具、器具及び備品 157,322 関係会社整理損失引当金 77,662
その他 32,228 その他 1,763,696
無形固定資産 6,997,621 固 定 負 債 3,856,856
のれん 5,875,994 社債 1,000,000
その他 1,121,627 長期借入金 2,427,587
投資その他の資産 4,724,787 繰延税金負債 189,096
投資有価証券 3,325,961 その他 240,171
その他 1,652,189 負 債 合 計 24,029,843
貸倒引当金 △253,363 純 資 産 の 部

株 主 資 本 15,992,767
資本金 3,552,049
資本剰余金 3,753,239
利益剰余金 9,011,112
自己株式 △323,633

その他の包括利益累計額 367,888
その他有価証券評価差額金 102,453
為替換算調整勘定 265,435

新 株 予 約 権 419,441
非 支 配 株 主 持 分 2,552,152

純 資 産 合 計 19,332,250
資 産 合 計 43,362,094 負 債 純 資 産 合 計 43,362,094

(注)記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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連 結 損 益 計 算 書
〔2022

2023
年
年
10
９
月
月
１
30
日から
日まで〕

（単位：千円）
科 目 金 額

売 上 高 30,604,370
売 上 原 価 21,300,752

売 上 総 利 益 9,303,618
販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 7,692,821

営 業 利 益 1,610,796
営 業 外 収 益

受 取 利 息 7,361
持 分 法 に よ る 投 資 利 益 702,738
為 替 差 益 140,448
そ の 他 21,500 872,048

営 業 外 費 用
支 払 利 息 53,710
資 金 調 達 費 用 75,658
そ の 他 15,306 144,675
経 常 利 益 2,338,170

特 別 利 益
投 資 有 価 証 券 売 却 益 11,686,976 11,686,976

特 別 損 失
投 資 有 価 証 券 評 価 損 552,024
関 係 会 社 整 理 損 失 引 当 金 繰 入 額 10,024
貸 倒 引 当 金 繰 入 額 35,093
減 損 損 失 2,100,390
そ の 他 68,316 2,765,849
税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益 11,259,296
法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 3,673,242
法 人 税 等 調 整 額 △119,999 3,553,242
当 期 純 利 益 7,706,054
非 支 配 株 主 に 帰 属 す る 当 期 純 利 益 △164,165
親 会 社 株 主 に 帰 属 す る 当 期 純 利 益 7,870,220

(注)記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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連 結 株 主 資 本 等 変 動 計 算 書
〔2022

2023
年
年
10
９
月
月
１
30
日から
日まで〕

（単位：千円）
株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計
当連結会計年度期首残高 3,552,049 3,753,239 1,140,892 △323,633 8,122,547

当連結会計年度変動額
親会社株主に帰属する
当期純利益 7,870,220 7,870,220
株主資本以外の項目の当連結会計
年度変動額(純額) -

当連結会計年度変動額合計 - - 7,870,220 - 7,870,220

当連結会計年度末残高 3,552,049 3,753,239 9,011,112 △323,633 15,992,767

その他の包括利益累計額
新株
予約権

非支配
株主持分 純資産合計その他

有価証券
評価差額金

為替換算
調整勘定

その他の
包括利益
累計額合計

当連結会計年度期首残高 87,965 308,117 396,083 151,895 1,372,390 10,042,915

当連結会計年度変動額
親会社株主に帰属する
当期純利益 7,870,220
株主資本以外の項目の当連結会計
年度変動額(純額) 14,487 △42,681 △28,194 267,546 1,179,762 1,419,114

当連結会計年度変動額合計 14,487 △42,681 △28,194 267,546 1,179,762 9,289,334

当連結会計年度末残高 102,453 265,435 367,888 419,441 2,552,152 19,332,250

(注)記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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連 結 注 記 表
１．連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等

(1) 連結の範囲に関する事項
① 連結子会社の状況
・連結子会社の数 37社
・主要な連結子会社の名称

会 社 名 新たに連結の範囲に含めた事由
FREAKOUT PTE.LTD. ー
PT. FreakOut dewina Indonesia ー
株式会社フリークアウト ー
adGeek Marketing Consulting Co.,Ltd. ー
本田商事株式会社 ー
FreakOut China Co., Ltd. ー
Playwire,LLC ー
UUUM株式会社 株式取得

② 非連結子会社の状況
・非連結子会社の数 ２社
・主要な非連結子会社の名称

会 社 名
株式会社ストアギーク

・連結の範囲から除いた理由
小規模であり、総資産、売上高、当期純損益（持分に見合う額）及び利益剰余金（持

分に見合う額）等は、いずれも連結計算書類に重要な影響を及ぼしていないため、連結
の範囲から除いております。
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(2) 持分法の適用に関する事項
① 持分法を適用した関連会社の状況
・持分法適用の関連会社数 ８社
・主要な会社等の名称

会 社 名
株式会社IRIS
株式会社インティメート・マージャー
株式会社デジタリフト

② 持分法を適用していない非連結子会社又は関連会社の状況
・主要な会社等の名称

会 社 名 種 類
株式会社ストアギーク 非連結子会社

・持分法を適用しない理由
当期純損益（持分に見合う額）及び利益剰余金（持分に見合う額）等は、いずれも連

結計算書類に重要な影響を及ぼしていないため、持分法の適用から除外しております。
③ 持分法の適用の手続きについて特に記載すべき事項

決算期の異なる持分法適用会社については、連結決算日現在で実施した仮決算に基づく
計算書類を使用しております。

(3) 連結子会社の事業年度等に関する事項
決算期の異なる子会社については、連結決算日現在で実施した仮決算に基づく計算書類を

使用しております。
なお、連結子会社であるUUUM株式会社の決算日は５月31日でありますが、連結計算書

類の作成に当たっては同社の直近の四半期決算日である８月31日時点の計算書類を使用し
ております。ただし、連結決算日との間に生じた重要な取引については、連結上必要な調整
を行っております。
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(4) 会計方針に関する事項
① 重要な資産の評価基準及び評価方法
イ．その他有価証券（営業投資有価証券含む）
・市場価格のない株式等以外のもの

時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法によ
り算出）を採用しております。

・市場価格のない株式等
主として移動平均法による原価法を採用しております。
なお、投資事業組合への出資持分については、組合の直近の決算報告書を基礎と

し、持分相当額を純額で取り込む方法によっております。
ロ．棚卸資産
・商品及び貯蔵品

総平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方
法により算出）を採用しております。

・仕掛品
個別法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法

により算出）を採用しております。
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② 重要な減価償却資産の減価償却の方法
イ．有形固定資産（リース資産を除く）
定率法を採用しております。ただし、建物については定額法によっております。
なお、主な耐用年数は以下のとおりです。
建物 ・・・２～36年
工具、器具及び備品・・・３～15年

ロ．無形固定資産
自社利用のソフトウェア
社内における利用可能期間（３～５年）に基づく定額法によっております。

顧客関連資産
対価の算定根拠となった将来の収益獲得期間（13年）に基づく定額法によっており

ます。
契約関連無形資産
その効果の及ぶ期間（10年）に基づく定額法によっております。

のれん
５～14年間で均等償却しております。

ハ．リース資産
所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

③ 重要な繰延資産の処理方法
株式交付費
支出時に全額費用処理しております。

社債発行費
支出時に全額費用処理しております。
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④ 重要な引当金の計上基準
イ．貸倒引当金
債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念

債権等特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しており
ます。
ロ．賞与引当金
従業員に支給する賞与に充てるため、支給見込額に基づき当連結会計年度に見合う分を

計上しております。
ハ．役員賞与引当金
連結子会社の役員に支給する賞与に充てるため、支給見込額に基づき当連結会計年度に

見合う分を計上しております。
ニ．関係会社整理損失引当金
関係会社の整理に伴う損失に備えるため、将来の損失見込額を計上しております。

⑤ 重要な外貨建の資産または負債の本邦通貨への換算基準
外貨建金銭債権債務は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損

益として処理しております。なお、在外子会社等の資産及び負債は、連結決算日の直物為
替相場により円貨に換算し、収益及び費用は期中平均相場により円貨に換算し、換算差額
は純資産の部における為替換算調整勘定に含めて計上しております。

⑥ 重要な収益及び費用の計上基準
当社グループの展開する事業における、顧客との契約から生じる収益に関する主な履行

義務の内容及び当該履行義務を充足する通常の時点（収益を認識する通常の時点）、並び
に、顧客との契約から生じる収益以外の収益の計上基準は、以下のとおりであります。
イ．顧客との契約から生じる収益
（i）広告・マーケティング事業
広告・マーケティング事業では、主に顧客からの依頼に基づいてメディアへの広告の配

信を行う履行義務を負っており、メディアに広告配信が行われた時点で、当社の履行義務
が充足されることから、当該時点で収益を認識しております。
なお、上記のうち、当社及び連結子会社が代理人に該当すると判断したものについては、

他の当事者が提供する役務と交換に受け取る額から当該他の当事者に支払う額を控除した
純額、あるいは手数料の金額を収益として認識しております。
上記取引の対価はいずれも履行義務充足後、別途定める支払条件により、概ね１年以内

に受領しており、重要な金融要素は含まれておりません。
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（ii）インフルエンサーマーケティング事業
（インフルエンサーギャラクシー）

アドセンス
YouTube上に流れる広告による収益の一部を受領するアドセンス収益は、ライセン

ス供与の対価として使用量に基づくロイヤルティを受領する取引に該当すると判断し
ております。したがって、当社グループの履行義務であるYouTubeへの動画投稿が完
了したのち、顧客が当該コンテンツを使用し広告収益を計上した時点で収益を認識し
ております。なお、財又はサービスの提供における当社グループの役割が代理人に該
当する取引においては、顧客から受け取る額から他の当事者に支払う額を控除した純
額で収益を認識しております。

グッズ・P2C
グッズ・P2Cにおいては、出荷から引き渡しまでがごく短期間で行われるため、出

荷した時点において当該商品の支配が顧客に移転されると判断し、出荷時点で収益を
認識しております。なお、財又はサービスの提供における当社グループの役割が代理
人に該当する取引においては、顧客から受け取る額から他の当事者に支払う額を控除
した純額で収益を認識しております。

その他
主なサービスである制作収益は、主にYouTubeチャンネル運営の受託であり、受託

業務を提供した時点でその履行義務が充足されると判断し、受託業務の提供時点で収
益を認識しております。

（コンテキストドリブンマーケティング）
主なサービスである広告収益は、各種媒体に広告出稿がされた時点や、広告制作物

を納品した時点でその履行義務が充足されると判断し、広告出稿又は制作物の納品時
点で収益を認識しております。なお、財又はサービスの提供における当社グループの
役割が代理人に該当する取引においては、顧客から受け取る額から他の当事者に支払
う額を控除した純額で収益を認識しております。
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（iii）その他事業
その他事業では、主にグループ会社等に対して総務・人事・財務経理・情報システム管

理に関する業務の一部を提供しており、当該サービスから生じる履行義務は、一定の期間
にわたり履行義務を充足する取引であり、履行義務の進捗度に応じて収益を認識しており
ます。
ロ．顧客との契約から生じる収益以外の収益
投資事業では、主にITベンチャー企業を主たる投資対象として、投資リターンによる企

業価値の向上を図るための事業を行っており、保有する株式等について、譲渡時点で収益
を計上しております。

⑦ その他連結計算書類の作成のための重要な事項
グループ通算制度の適用
当社及び一部の国内連結子会社は、グループ通算制度を適用しております。
（グループ通算制度を適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱いの適用）
当社及び一部の国内連結子会社は、当連結会計年度から、連結納税制度からグループ通

算制度へ移行しております。これに伴い、法人税及び地方法人税並びに税効果会計の会計
処理及び開示については、「グループ通算制度を適用する場合の会計処理及び開示に関す
る取扱い」（実務対応報告第42号 2021年８月12日）に従っております。

２．会計方針の変更に関する注記
（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 2021年６月
17日。以下「時価算定会計基準適用指針」という。）を当連結会計年度の期首から適用し、
時価算定会計基準適用指針第27-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準
適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用することといたしました。なお、連
結計算書類に与える影響はありません。

2023年11月22日 14時44分 $FOLDER; 34ページ （Tess 1.50(64) 20230919_01）



― 34 ―

３．表示方法の変更に関する注記
（１）連結貸借対照表

前連結会計年度において、「流動負債」の「その他」に含めて表示しておりました「未
払法人税等」（前連結会計年度94,266千円）は、金額的重要性が増したため当連結会計年
度においては独立掲記しております。また、前連結会計年度において、独立掲記しており
ました「有形固定資産」の「リース資産」は、金額的重要性が乏しいため、当連結会計年
度においては「有形固定資産」の「その他」に含めて表示しております。

（２）連結損益計算書
前連結会計年度において、「特別損失」の「その他」に含めて表示しておりました「減

損損失」（前連結会計年度7,749千円）は、金額的重要性が増したため当連結会計年度に
おいては独立掲記しております。

４．重要な会計上の見積りに関する注記
(1) のれんの減損の兆候に関する判断
①当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額

勘定科目 当連結会計年度

のれん 5,875,994千円
なお、企業結合等関係注記に記載のとおり、UUUM株式会社の取得により発生したのれん5,875,994千

円は、取得原価の配分が完了していないため、入手可能な合理的な情報に基づき、暫定的に算定された金額
です。
②識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報

当社グループは、2023年９月にUUUM株式会社の株式を一部取得しており、当該のれ
んは、企業結合等により発生したものであります。
のれんは買収時点における将来の事業の成長見込みに基づいた超過収益力や顧客基盤の

価値等を反映しております。このため、これらののれんを含む資産又は資産グループが使
用されている営業活動から生ずる損益が継続してマイナスとなっていない場合であって
も、買収時点で見込んでいた将来の事業の成長が達成されない場合や事業計画の前提とな
った経営環境に著しい悪化が認められた場合、あるいはそのような見込みがある場合に
は、減損損失の計上が必要となる可能性があります。
当連結会計年度末時点で残高のあるのれんについては、将来の事業計画に基づき、減損

の兆候はないと判断しておりますが、将来の事業計画は経済環境、市場における競合状況
といった主要な仮定が用いられております。このため、これらの仮定に変化が生じた場合
には、翌連結会計年度の連結計算書類におけるのれんの金額に重要な影響を与える可能性
があります。
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(2) 非上場株式等に係る評価
①当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額

勘定科目 当連結会計年度

営業投資有価証券 1,057,170千円

投資有価証券 2,296,946千円
営業投資有価証券は、流動資産の「その他」に含まれております。

②識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報
当社グループは、非上場企業に対して投資先企業の将来成長による超過収益力を見込ん

で、１株当たりの純資産額を基礎とした金額に比べ相当程度高い価額で投資を行っており
ます。このうち、非上場株式の評価にあたっては、当該株式の投資時の超過収益力を反映
した実質価額が著しく下落した時に、投資時における投資先企業の事業計画の達成状況等
を総合的に勘案して検討しております。
投資先の事業進捗の見通し等と実績に乖離が生じ超過収益力の毀損が認められた場合に

は、減損処理の実施により翌連結会計年度の連結計算書類に影響を及ぼす可能性がありま
す。

５．連結貸借対照表に関する注記
(1) 有形固定資産の減価償却累計額 1,352,895千円

(2) 当座貸越契約及びコミットメントライン契約
当社グループは、運転資金の効率的な調達を行うため、主要取引金融機関と当座貸越契約

及びコミットメントライン契約を締結しております。この契約に基づく当連結会計年度末の
借入未実行残高は次のとおりであります。

当座貸越契約及びコミットメントライン契約の総額 11,350,000千円
借入実行残高 6,330,000千円

差引額 5,020,000千円

(3) 保証債務及び手形遡求債務等
以下の会社のリース契約に対し債務保証を行っております。
株式会社ストアギーク 20,400千円

（注）上記の債務保証は複数の保証人による連帯保証であり、金額は自己の負担額を記載しております。
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６．連結損益計算書に関する注記
減損損失
当連結会計年度において、当社グループは以下の資産グループについて減損損失を計上しました。

用途 種類 場所 金額

その他 のれん 北米 1,002,674千円

その他 顧客関連資産 北米 1,075,079千円

共用資産 工具、器具及び備品
有形固定資産（その他） 日本 4,637千円

事業用資産 無形固定資産（その他） 日本 17,998千円
当社グループは、継続的に収支の把握を行っている管理会計上の区分を基礎としたグルーピングをして

おります。
その他は、株式を取得した際に超過収益力を前提にしたのれん及び顧客関連資産を計上しておりました

が、一部既存顧客を喪失し、当初想定していた収益等が見込めなくなったため、収益力及び今後の事業計
画を再検討した結果、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として計上しておりま
す。
共用資産は、帳簿価額を管理会計上の区分を基礎として合理的な基準で配分し、減損の兆候が認められ

た資産グループについて、帳簿価額を回収可能性価額まで減額し、当該減少額を減損損失として計上して
おります。
事業用資産は、営業活動による損益が２期連続でマイナスとなったため、帳簿価額を回収可能価額まで

減額し、当該減少額を減損損失として計上しております。
なお、回収可能価額は使用価値により測定しており、将来キャッシュ・フローを割引率５.0％で割り引

いて算定しております。将来キャッシュ・フローが見込めない資産については、回収可能価額を零として
評価しており、割引率を使用しておりません。
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７．連結株主資本等変動計算書に関する注記
(1) 当連結会計年度の末日における発行済株式の種類及び総数

株式の種類 当連結会計年度
期首の株式数

当連結会計年度
増加株式数

当連結会計年度
減少株式数

当連結会計年度
末の株式数

普通株式(株) 18,022,924 - - 18,022,924

(2) 配当に関する事項
① 配当金支払額
該当事項はありません。

② 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度とな
るもの

該当事項はありません。
(3) 当連結会計年度の末日における新株予約権（権利行使期間の初日が到来していないもの

を除く。）の目的となる株式の種類及び数
普通株式 250,000株

2023年11月22日 14時44分 $FOLDER; 38ページ （Tess 1.50(64) 20230919_01）



― 38 ―

８．金融商品に関する注記
(1) 金融商品の状況に関する事項
① 金融商品に対する取組方針

当社グループは、資金運用については、安全性の高い金融資産を余資運用し、投機的な
取引は行わない方針であります。運転資金及び設備投資資金に関しては、主に銀行借入、
新株発行及び社債発行により必要な資金を調達しております。

② 金融商品の内容及びそのリスク
営業債権である受取手形及び売掛金は、顧客の信用リスクに晒されております。営業投

資有価証券及び投資有価証券は、取引先企業との業務または資本提携等に関連する株式等
であり、発行体の信用リスクに晒されております。
営業債務である買掛金、未払法人税等は１年以内の支払期日であり、支払期日に支払を

実行できなくなる流動性リスクに晒されております。
借入金及び社債は、運転資金の調達及び資本・業務提携への充当を目的としたものであ

ります。
③ 金融商品に係るリスク管理体制
イ．信用リスク（取引先の契約不履行等に係るリスク）の管理
当社は、営業債権について、与信管理規程に基づき、取引先の状況を定期的に確認し、

取引相手先ごとに財務状況等の悪化による回収懸念の早期把握や軽減を図っております。
連結子会社についても、同様の管理を行っております。
営業投資有価証券及び投資有価証券については、定期的に発行体（取引先企業）の財務

状況等を把握する等の方法によりリスクの軽減を図っております。
営業債務については、月次単位での支払予定を把握する等の方法によりリスクの軽減を

図っております。
ロ．資金調達に係る流動性リスクの管理
当社は、各部署からの報告に基づき経営管理部が毎月資金繰計画を作成、日々更新する

ことにより、流動性のリスクを管理しております。連結子会社についても、当社に準じ
て、同様の管理を行っております。

④ 金融商品の時価等に関する事項についての補足説明
金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には、合理的

に算定された価額が含まれております。当該価額の算定においては変動要因を織り込んで
いるため、異なる前提条件等を採用することにより、当該価額が変動することがありま
す。
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(2) 金融商品の時価等に関する事項
2023年９月30日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次の

とおりであります。なお、市場価格のない株式等は、次表には含めておりません。(*3．参照）
連結貸借対照表計上額

（千円）
時価

（千円）
差額

（千円）
(1) 投資有価証券 1,029,015 2,240,708 1,211,693

資産計 1,029,105 2,240,708 1,211,693
(1)長期借入金
（１年内返済予定の長期借入金含む）

3,550,005 3,522,789 △27,215

(2) 社債
（１年内償還社債含む） 1,360,000 1,351,971 △8,028

負債計 4,910,005 4,874,760 △35,244
(*1) 「現金及び預金」については、現金であること、及び預金は短期間で決済されるため時価が帳簿価額

に近似するものであることから、記載を省略しております。
(*2) 「受取手形」、「売掛金」、「買掛金」、「短期借入金」及び「未払法人税等」については、短期間で決済

されるため時価が帳簿価額に近似するものであることから、記載を省略しております。
(*3) 市場価格のない株式等は、「(1)投資有価証券」には含まれておりません。当該金融商品の連結貸借対

照表計上額は以下のとおりであります。
（単位：千円）

区分 連結貸借対照表計上額
（2023年９月30日）

営業投資有価証券 1,057,170
非上場株式等 1,057,170

投資有価証券 2,296,946
非上場株式等 2,015,716
投資事業組合への出資持分 281,230

営業投資有価証券は、流動資産の「その他」に含まれております。
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（注）１．金銭債権の連結決算日後の償還予定額
（単位：千円）

１年以内 １年超
５年以内

５年超
10年以内 10年超

現金及び預金 19,394,902 - - -
受取手形 34,472 - - -
売掛金 8,653,941 - - -

合計 28,083,315 - - -

（注）２．長期借入金（１年内返済予定の長期借入金含む）、社債（１年内償還予定の社債含む）の連結決算日
後の返済予定額

（単位：千円）

１年以内 １年超
５年以内

５年超
10年以内 10年超

長期借入金
(１年内返済予定の 長期借入金含む) 1,122,417 1,901,221 526,366 -

社債
（１年内償還予定の社債含む） 360,000 1,000,000 - -

合計 1,482,417 2,901,221 526,366 -

(3)金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項
金融商品の時価を、時価の算定に係るインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下

の３つのレベルに分類しております。
レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形

成される当該時価の算定の対象となる資産又は負債に関する相場価格により算定した時価
レベル２の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプット

以外の時価の算定に係るインプットを用いて算定した時価
レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価
時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのイン

プットがそれぞれ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時
価を分類しております。
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①時価で連結貸借対照表に計上している金融商品
（単位：千円）

区分
時価

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

投資有価証券 203,770 - - 203,770
資産計 203,770 - - 203,770

②時価で連結貸借対照表に計上していない金融商品
（単位：千円）

区分
時価

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

投資有価証券 2,036,938 - - 2,036,938
資産計 2,036,938 - - 2,036,938

長期借入金
（１年内返済予定の長期借入金含む）

- 3,522,789 - 3,522,789

社債
（１年内償還予定の社債含む） - 1,351,971 - 1,351,971

負債計 - 4,874,760 - 4,874,760
(注）時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明

イ．投資有価証券
投資有価証券のうち上場株式については相場価格を用いて評価しております。上場株式は活発な市場で取引されて

いるため、その時価をレベル１の時価に分類しております。
ロ．社債（１年内償還予定の社債を含む）
当社の発行する社債の時価は、元利金の合計額と、当該社債の残存期間及び信用リスクを加味した利率を基に割引

現在価値法により算定しており、レベル２の時価に分類しております。
ハ．長期借入金（１年内返済予定の長期借入金含む）
これらの時価は、元利金の合計額を、新規に同様の借入を行った場合に想定される利率で割り引いた現在価値によ

り算定しており、レベル２の時価に分類しております。
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９．収益認識に関する注記
（1）顧客との契約から生じる収益を分解した情報

（単位：千円）

報告セグメント
合計広告・マーケテ

ィング事業 投資事業 その他事業

北米 16,474,549 - - 16,474,549
日本 7,381,956 38,256 88,118 7,508,331
アジア 5,185,142 - - 5,185,142
顧客との契約から生じる収益 29,041,648 38,256 88,118 29,168,023
その他の収益 - 1,436,346 - 1,436,346
外部顧客への売上 29,041,648 1,474,603 88,118 30,604,370
（注）当連結会計年度より報告単位を変更しております。この結果、「アメリカ」（前連結会計年度15,666,240千円）は「北米」

として、「台湾」（前連結会計年度3,989,705千円）及び「その他」（前連結会計年度1,377,109千円）は「アジア」とし
て組み替えております。

（２）顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報
収益を理解するための基礎となる情報は「１.連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する

注記等（４）会計方針に関する事項⑥重要な収益及び費用の計上基準」に記載のとおりです。

（３）当連結会計年度及び翌連結会計年度以降の収益の金額を理解するための情報
イ． 契約資産及び契約負債の残高等
当社及び連結子会社の契約資産と顧客との契約から生じた債権のそれぞれについて、他の資産と区分

しております。顧客との契約から生じた債権については適切な科目として売掛金又は受取手形で連結貸
借対照表に表示しております。また、契約負債もその他の負債と区分して、適切な科目として契約負債
で連結貸借対照表に表示しております。そのため、契約資産及び契約負債の残高等の記載を省略してお
ります。
ロ． 残存履行義務に配分した取引価格
当社グループにおいては、残存履行義務に配分した取引価格については、当初に予想される契約期間

が１年を超える重要な契約がないため、実務上の便法を適用し、記載を省略しております。また、顧客
との契約から生じる対価の中に、取引価格に含まれていない重要な金額はありません。
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10．１株当たり情報に関する注記
(1) １株当たりの純資産額 915円14銭
(2) １株当たりの当期純利益 440円22銭

11．重要な後発事象に関する注記
資金の借入
当社は、以下の通り借入を実行いたしました。

（１）
資金使途 ：運転資金
借入先 ：株式会社三井住友銀行
借入金額 ：3,000,000 千円
借入金利 ：基準金利＋スプレッド
借入期間 ：７年
返済方法 ：元金均等返済
担保・保証：無担保、無保証
借入実行日：2023年10月13日

（２）
資金使途 ：運転資金
借入先 ：株式会社みずほ銀行
借入金額 ：2,000,000 千円
借入金利 ：基準金利＋スプレッド
借入期間 ：７年
返済方法 ：元金均等返済
担保・保証：無担保、無保証
借入実行日：2023年10月31日
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12．その他の注記
（企業結合等関係）

連結子会社の取得による企業結合（UUUM株式会社）
2023年８月10日開催の取締役会決議に基づき、当社は、2023年９月15日にUUUM株式会社（以下、

「UUUM」という。）の一部持分を取得して子会社化しております。その概要は次のとおりであります。
(1) 企業結合の概要

① 被取得企業の名称及びその事業の内容
被取得企業の名称 UUUM株式会社
事業の内容 動画投稿者、芸能タレント、音楽家などの育成及びマネージメント

② 企業結合を行った主な理由
当社は、拡大していくインフルエンサーマーケティング市場への進出のため、クリエイターへのマ

ネジメントサポート体制やノウハウ、クリエイターとのビジネス共創におけるディレクション能力を
有し、インフルエンサーマーケティング業界のリーディングカンパニーであるUUUM社を連結子会
社化いたしました。

③ 企業結合日
2023年９月15日（株式取得日）
2023年８月31日（みなし取得日）

④ 企業結合の法的形式
現金を対価とする株式取得

⑤ 結合後企業の名称
変更ありません。

⑥ 取得した議決権比率
52.39％

⑦ 取得企業を決定するに至った主な根拠
当社が現金を対価として株式を取得したためであります。
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(2) 連結計算書類に含まれる被取得企業の業績の期間
被取得企業の四半期決算日である2023年8月31日をみなし取得日とし、連結決算日である2023年9

月30日との差異は３ヶ月を超えないため、被取得企業の貸借対照表のみを連結しております。
(3) 被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳

取得の対価 現金 7,563,694 千円
取得原価 7,563,694 千円
（注）上記の取得原価は暫定的な金額であり、今後の価額調整等により最終的な取得原価は上記と異な
る可能性があります。

(4) 主要な取得関連費用の内容及び金額
アドバイザリー費用等 148,471 千円

(5) 発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間
① 発生したのれんの金額

5,875,994千円
なお、のれんの金額は、取得原価が未確定であり、取得原価の配分が完了していないため、入手可

能な合理的な情報に基づき、暫定的に算定された金額です。
② 発生原因

今後の事業展開により期待される超過収益力から発生したものです。
③ 償却方法及び償却期間

投資効果の発現する期間にわたって均等償却いたします。なお、償却期間については取得原価の配
分への結果を踏まえて決定する予定であります。

(6) 企業結合日に受け入れた資産及び引き受けた負債の額並びにその主な内訳
流動資産 8,505,287 千円
固定資産 2,074,237 千円
資産合計 10,579,524 千円
流動負債 6,953,724 千円
固定負債 378,794 千円
負債合計 7,332,518 千円
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貸 借 対 照 表
（2023年９月30日現在） （単位：千円）

科 目 金 額 科 目 金 額
資 産 の 部 負 債 の 部

流 動 資 産 12,051,872 流 動 負 債 6,637,986
現金及び預金 9,502,049 短期借入金 2,130,000
営業投資有価証券 877,131 1年内返済予定の長期借入金 770,788
短期貸付金 2,317,922 1年内償還予定の社債 360,000
未収入金 322,386 リース債務 3,352
その他 47,611 未払金 194,467
貸倒引当金 △1,015,230 未払費用 9,530

固 定 資 産 11,594,735 預り金 21,278
有形固定資産 0 賞与引当金 16,305
建 物 0 未払法人税等 3,131,076
工具、器具及び備品 0 未払消費税等 1,187
リース資産 0 固 定 負 債 3,208,707
無形固定資産 0 社債 1,000,000
ソフトウエア 0 長期借入金 2,116,977
その他 0 リース債務 7,164
投資その他の資産 11,594,734 資産除去債務 38,554
投資有価証券 354,920 繰延税金負債 46,012
関係会社株式 10,039,699 負 債 合 計 9,846,694
長期貸付金 2,631,398 純 資 産 の 部
敷金及び保証金 191,587 株 主 資 本 13,312,596
その他 1,338 資本金 3,552,049
貸倒引当金 △1,624,209 資本剰余金 3,532,049

資本準備金 2,732,049
その他資本剰余金 800,000
利益剰余金 6,552,131
その他利益剰余金 6,552,131
オープンイノベーション促
進税制積立金 50,000
繰越利益剰余金 6,502,131

自己株式 △323,633
評 価 ・ 換 算 差 額 等 67,875
その他有価証券評価差額金 67,875

新 株 予 約 権 419,441
純 資 産 合 計 13,799,913

資 産 合 計 23,646,607 負 債 純 資 産 合 計 23,646,607
(注)記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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損 益 計 算 書
〔2022

2023
年
年
10
９
月
月
１
30
日から
日まで〕

（単位：千円）
科 目 金 額

売 上 高 3,108,957
売 上 原 価 80,598

売 上 総 利 益 3,028,358
販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 1,528,305

営 業 利 益 1,500,052
営 業 外 収 益

受 取 利 息 14,121
投 資 事 業 組 合 運 用 益 3,358
そ の 他 1,494 18,974

営 業 外 費 用
支 払 利 息 34,969
社 債 利 息 5,507
投 資 事 業 組 合 運 用 損 36,862
資 金 調 達 費 用 74,283
為 替 差 損 1,808
そ の 他 4,995 158,427
経 常 利 益 1,360,599

特 別 利 益
投 資 有 価 証 券 売 却 益 11,686,976
関 係 会 社 株 式 売 却 益 110,094 11,797,070

特 別 損 失
関 係 会 社 株 式 評 価 損 53,659
貸 倒 引 当 金 繰 入 額 925,442
そ の 他 10,499 989,602
税 引 前 当 期 純 利 益 12,168,067
法人税、住民税及び事業税 3,226,432
法 人 税 等 調 整 額 15,310 3,241,742
当 期 純 利 益 8,926,324

(注)記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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株 主 資 本 等 変 動 計 算 書
〔2022

2023
年
年
10
９
月
月
１
30
日から
日まで〕

（単位：千円）
株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金 その他
資本剰余金

資本剰余金
合計

その他
利益剰余金

利益剰余金
合計オープンイノ

ベーション促
進税制積立金

繰越
利益剰余金

当 期 首 残 高 3,552,049 2,732,049 800,000 3,532,049 - △2,374,193 △2,374,193

当 期 変 動 額

当期純利益 8,926,324 8,926,324
オープンイノベ
ーション促進税
制積立金の積立

50,000 △50,000 -

株主資本以外の
項目の当期変動
額(純額)

当期変動額合計 - - - - 50,000 8,876,324 8,926,324

当 期 末 残 高 3,552,049 2,732,049 800,000 3,532,049 50,000 6,502,131 6,552,131

株主資本 評価・換算差額等
新株予約権 純資産合計

自己株式 株主資本
合計

その他
有価証券
評価差額金

評価・換算
差額等合計

当 期 首 残 高 △323,633 4,386,271 58,433 58,433 151,895 4,596,599

当 期 変 動 額

当期純利益 8,926,324 8,926,324
オープンイノベ
ーション促進税
制積立金の積立

-

株主資本以外の
項目の当期変動
額(純額)

9,442 9,442 267,546 276,988

当期変動額合計 - 8,926,324 9,442 9,442 267,546 9,203,313

当 期 末 残 高 △323,633 13,312,596 67,875 67,875 419,441 13,799,913

(注)記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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個 別 注 記 表
１．重要な会計方針に係る事項に関する注記

(1) 資産の評価基準及び評価方法
有価証券の評価基準及び評価方法
① 子会社株式及び関連会社株式
移動平均法による原価法を採用しております。
② その他有価証券（営業投資有価証券含む）
市場価格のない株式等以外のもの
時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算

定）を採用しております。
市場価格のない株式等
主として移動平均法による原価法を採用しております。
なお、投資事業組合への出資持分については、組合の直近の決算報告書を基礎とし、持

分相当額を純額で取り込む方法によっております。

(2) 固定資産の減価償却の方法
① 有形固定資産（リース資産を除く）
定率法を採用しております。ただし、建物については定額法によっております。
なお、主な耐用年数は以下のとおりです。
建物 ・・・15～18年
工具、器具及び備品・・・４～15年

② 無形固定資産
自社利用のソフトウェア
社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法によっております。

③ リース資産
所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

(3) 重要な繰延資産の処理方法
株式交付費
支出時に全額費用処理しております。

社債発行費
支出時に全額費用処理しております。
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(4) 引当金の計上基準
① 貸倒引当金

債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権
等特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

② 賞与引当金
従業員に支給する賞与に充てるため、支給見込額に基づき当事業年度に見合う分を計上して

おります。
③ 関係会社整理損失引当金

関係会社の整理に伴う損失に備えるため、将来の損失見込額を計上しております。

(5) 収益及び費用の計上基準
当社の展開する事業における、顧客との契約から生じる収益に関する主な履行義務の内容及び

当該履行義務を充足する通常の時点（収益を認識する通常の時点）、並びに、顧客との契約から
生じる収益以外の収益の計上基準は、以下のとおりであります。
① 顧客との契約から生じる収益

その他事業では、主にグループ会社等に対して総務・人事・財務経理・情報システム管理に
関する業務の一部を提供しており、当該サービスから生じる履行義務は、一定の期間にわたり
履行義務を充足する取引であり、履行義務の進捗度に応じて収益を認識しております。

② 顧客との契約から生じる収益以外の収益
投資事業では、主にITベンチャー企業を主たる投資対象として、投資リターンによる企業価値

の向上を図るための事業を行っており、保有する株式等について、譲渡時点で収益を計上してお
ります。

２．会計方針の変更に関する注記
（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

連結注記表に同一の内容を記載しているため、記載を省略しております。

３．表示方法の変更に関する注記
(1) 損益計算書

前事業年度において、独立掲記しておりました「特別損失」の「投資有価証券評価損」（当
事業年度949千円）は金額的重要性が乏しくなったため、当事業年度においては「その他」に
含めて表示しております。

(2) 税効果会計に関する注記
前事業年度において、独立掲記しておりました「繰延税金資産」の「減損損失」は金額的重

要性が乏しくなったため、当事業年度においては「その他」に含めて表示しております。
また、「繰延税金資産」の「その他」に含めていた「未払事業税等」は、金額的重要性が増

したため、当事業年度より独立別掲しております。
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４．重要な会計上の見積りに関する注記
(1) 非上場株式等に係る評価
① 当事業年度の計算書類に計上した金額

勘定科目 当事業年度

営業投資有価証券 877,131千円

投資有価証券 354,920千円

関係会社株式 10,039,699千円
関係会社株式には、UUUM株式会社に対する株式7,712,166千円が含まれております。

② 識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報
連結注記表に記載しているため、記載を省略しております。

(2) 債権の回収可能性の評価（貸倒引当金）
① 当事業年度の計算書類に計上した金額

勘定科目 当事業年度

短期貸付金 2,317,922千円

貸倒引当金（流動） △1,015,230千円

長期貸付金 2,631,398千円

貸倒引当金（固定） △1,624,209千円

② 識別項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報
貸付金の評価及び貸倒引当金の計上は、貸付金の貸倒れに備えるため、債務者の経営状態

に応じて債権の区分を行い、その債権区分に応じてそれぞれ回収可能見込額を見積り計上し
ております。回収不能見込額の見積りは、相手先ごとの滞留状況及び財政状態を基に行って
おります。
当該見積りは、相手先の財政状態の悪化等により影響を受ける可能性があり、見積額と実

際の回収不能額との間に重要な乖離が生じる場合には貸倒引当金の追加計上または貸倒引当
金を上回る貸倒損失が発生し、翌事業年度の計算書類に重要な影響を与える可能性がありま
す。
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５．貸借対照表に関する注記
(1) 有形固定資産の減価償却累計額 46,338千円

(2) 保証債務及び手形遡求債務等
以下の会社の金融機関からの借入に対し債務保証を行っております。
Ultra FreakOut株式会社 100,000千円

また、以下の会社のリース契約に対し債務保証を行っております。
株式会社ストアギーク 20,400千円
(注)上記の債務保証は複数の保証人による連帯保証であり、金額は自己の負担額を記載しております。

上記のほか以下の会社の仕入先からの仕入債務の一部に対し債務保証を行っております。
本田商事株式会社 50,000千円
Playwire,LLC 3,889千円

(3) 関係会社に対する金銭債権、金銭債務
① 短期金銭債権 2,366,965千円
② 短期金銭債務 42,413千円
③ 長期金銭債権 2,625,715千円
④ 長期金銭債務 190,000千円

６．損益計算書に関する注記
関係会社との取引高

営業取引（収入分） 1,773,133千円
営業取引（支出分） 23,649千円
営業取引以外の取引高（収入分） 14,071千円
営業取引以外の取引高（支出分） 2,020千円

７．株主資本等変動計算書に関する注記
当事業年度の末日における自己株式の種類及び数
普通株式 145,184株
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８．税効果会計に関する注記
(1) 繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

繰延税金資産
資産除去債務 619 千円
投資有価証券評価損 176,596 千円
関係会社株式評価損 615,110 千円
関係会社整理損失引当金 45,863 千円
貸倒引当金 838,217 千円
貸倒損失 20,778 千円
賞与引当金 4,992 千円
投資有価証券運用損益 13,377 千円
未払事業税等 157,982千円
その他 54,622 千円
繰延税金資産小計 1,928,171 千円
評価性引当額（注） △1,928,171 千円

繰延税金資産合計 ― 千円
繰延税金負債
その他有価証券評価差額金 30,702 千円
オープンイノベーション促進税制積立金 15,310 千円

繰延税金負債合計 46,012 千円
繰延税金負債の純額 46,012 千円

（注）評価性引当額が前事業年度より247,671千円減少しております。この減少の主な内容は貸倒引当金
が299,747千円増加した一方で、関係会社株式評価損が464,687千円減少したことによるものであ
ります。

（２）法人税及び地方法人税の会計処理又はこれらに関する税効果会計の会計処理
当社は、当事業年度から、グループ通算制度を適用しております。また、「グループ通算制度を

適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱い」（実務対応報告第42号 2021年８月12日）
に従って、法人税及び地方法人税の会計処理又はこれらに関する税効果会計の会計処理並びに開
示を行っております。
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９．関連当事者との取引に関する注記
(1) 当社の子会社及び関連会社

種類 会社等の名称

議決権等
の所有
(被所有)
割合(％)

関連当事者
との関係 取引の内容 取引金額

(千円) 科目 期末残高
(千円)

子会社 FREAKOUT PTE.LTD. 所有
直接100％

資金の援助
役員の兼任

資金の貸付
（注）１.２. ― 長期貸付金

（注）５． 1,835,922

利息の受取
（注）１. 6,332 ― ―

子会社
adGeek
Marketing
Consulting Co.,Ltd.

所有
直接
66.7％

資金の援助 資金の貸付
（注）１.２. 255,000 短期貸付金 255,000

子会社 株式会社フリークア
ウト

所有
直接100％

資金の援助
役員の兼任
経営指導等

経営指導料
等の受取
（注）３.

471,147 未収入金 44,430

配当金の受取
（注）４. 400,000 ― ―

子会社 株式会社FOJT 所有
直接100％

資金の援助
役員の兼任

資金の貸付
（注）１． 581,074

短期貸付金
（注）５． 576,074

長期貸付金
（注）５． 614,578

子会社 株式会社FOPW 所有
直接100％

資金の援助
役員の兼任

資金の貸付
（注）１. 976,000 短期貸付金 976,000

関連会社 株式会社IRIS 所有
直接49％ 経営指導等 配当金の受取 735,000 ― ―

（注）１．資金の貸付及び借入については、市場金利を勘案して決定しております。
２．上記の取引金額には為替差損益は含まれておらず、期末残高には為替差損益が含まれております。
３．経営指導料等の取り決めについては、業務内容を勘案の上、各社と協議の上決定しております。
４．子会社の配当については子会社の経営成績及び財務状態を勘定し決定しております。
５．貸付金等に対して貸倒引当金を2,639,440千円計上しております。また、当事業年度において、

貸倒引当金繰入額を925,442千円計上しております。
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10．収益認識に関する注記
収益を理解するための基礎となる情報
「１.重要な会計方針に係る事項に関する注記 （5）収益及び費用の計上基準」に記載のと

おりであります。

11．１株当たり情報に関する注記
(1) １株当たりの純資産額 748円44銭
(2) １株当たりの当期純利益 499円30銭

12．重要な後発事象に関する注記
（資金の借入）

連結注記表に同一の内容を記載しているため、記載を省略しております。
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連結計算書類に係る会計監査人の監査報告書

独立監査人の監査報告書
2023年11月21日

株式会社フリークアウト・ホールディングス
取締役会 御中

和泉監査法人
東京都新宿区
代表社員

公認会計士 田 中 量
業 務 執 行 社 員
代表社員

公認会計士 石 田 真 也
業 務 執 行 社 員

監査意見
当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、株式会社フリークアウト・ホールディン

グスの2022年10月１日から2023年９月30日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連
結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表について監査を行っ
た。
当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の

基準に準拠して、株式会社フリークアウト・ホールディングス及び連結子会社からなる企業集団の
当該連結計算書類に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示してい
るものと認める。

監査意見の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行っ

た。監査の基準における当監査法人の責任は、「連結計算書類の監査における監査人の責任」に記
載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会
社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人
は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。
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その他の記載内容
その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容

を作成し開示することにある。また、監査等委員会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの
整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
当監査法人の連結計算書類に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当

監査法人はその他の記載内容に対して意見を表明するものではない。
連結計算書類の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程にお

いて、その他の記載内容と連結計算書類又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相
違があるかどうか検討すること、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤
りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。
当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合に

は、その事実を報告することが求められている。
その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

連結計算書類に対する経営者及び監査等委員会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計

算書類を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない
連結計算書類を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
連結計算書類を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき連結計算書類を作成する

ことが適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準
に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視す

ることにある。

連結計算書類の監査における監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結計算書類に不正又は誤謬

による重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立
場から連結計算書類に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生す
る可能性があり、個別に又は集計すると、連結計算書類の利用者の意思決定に影響を与えると合理
的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。
監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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・不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに
対応した監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さら
に、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・連結計算書類の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、
監査人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に
関連する内部統制を検討する。

・経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の
見積りの合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・経営者が継続企業を前提として連結計算書類を作成することが適切であるかどうか、また、入手
した監査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して
重要な不確実性が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認
められる場合は、監査報告書において連結計算書類の注記事項に注意を喚起すること、又は重要
な不確実性に関する連結計算書類の注記事項が適切でない場合は、連結計算書類に対して除外事
項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査
証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能
性がある。

・連結計算書類の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基
準に準拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた連結計算書類の表示、構成及び
内容、並びに連結計算書類が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価す
る。

・連結計算書類に対する意見を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する十分かつ
適切な監査証拠を入手する。監査人は、連結計算書類の監査に関する指示、監督及び実施に関し
て責任がある。監査人は、単独で監査意見に対して責任を負う。
監査人は、監査等委員会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別

した内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその
他の事項について報告を行う。
監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵

守したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除
去又は軽減するためにセーフガードを講じている場合はその内容について報告を行う。

利害関係
会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載

すべき利害関係はない。
以 上
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会計監査人の監査報告書

独立監査人の監査報告書
2023年11月21日

株式会社フリークアウト・ホールディングス
取締役会 御中

和泉監査法人
東京都新宿区
代表社員

公認会計士 田 中 量
業 務 執 行 社 員
代表社員

公認会計士 石 田 真 也
業 務 執 行 社 員

監査意見
当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、株式会社フリークアウト・ホール

ディングスの2022年10月１日から2023年９月30日までの第13期事業年度の計算書類、すなわ
ち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書（以下
「計算書類等」という。）について監査を行った。

当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基
準に準拠して、当該計算書類等に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正
に表示しているものと認める。

監査意見の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行っ

た。監査の基準における当監査法人の責任は、「計算書類等の監査における監査人の責任」に記載
されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立してお
り、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎
となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。
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その他の記載内容
その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容

を作成し開示することにある。また、監査等委員会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの
整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
当監査法人の計算書類等に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監

査法人はその他の記載内容に対して意見を表明するものではない。
計算書類等の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程におい

て、その他の記載内容と計算書類等又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違が
あるかどうか検討すること、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの
兆候があるかどうか注意を払うことにある。
当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合に

は、その事実を報告することが求められている。
その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

計算書類等に対する経営者及び監査等委員会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書

類等を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計
算書類等を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用すること
が含まれる。
計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成すること

が適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基
づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視す

ることにある。

計算書類等の監査における監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正又は誤謬

による重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立
場から計算書類等に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する
可能性があり、個別に又は集計すると、計算書類等の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に
見込まれる場合に、重要性があると判断される。
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監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じ
て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに
対応した監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さら
に、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監
査人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関
連する内部統制を検討する。

・経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の
見積りの合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、また、入手し
た監査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重
要な不確実性が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認め
られる場合は、監査報告書において計算書類等の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不
確実性に関する計算書類等の注記事項が適切でない場合は、計算書類等に対して除外事項付意見
を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基
づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準
に準拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた計算書類等の表示、構成及び内
容、並びに計算書類等が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。
監査人は、監査等委員会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別

した内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその
他の事項について報告を行う。
監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵

守したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除
去又は軽減するためにセーフガードを講じている場合はその内容について報告を行う。

利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係

はない。
以 上
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監査等委員会の監査報告書

監 査 報 告 書

当監査等委員会は、2022年10月１日から2023年９月30日までの第13期事業年度における取締
役の職務の執行について監査いたしました。その方法及び結果につき以下のとおり報告いたしま
す。

１．監査の方法及びその内容
監査等委員会は、会社法第399条の13第１項第１号ロ及びハに掲げる事項に関する取締役会決議

の内容並びに当該決議に基づき整備されている体制（内部統制システム）について取締役及び使用
人等からその構築及び運用の状況について定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を
表明するとともに、下記の方法で監査を実施しました。
① 監査等委員会が定めた監査の方針、職務の分担等に従い、会社の内部統制部門と連携の上、
重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行に関する事項の報告を受け、必
要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な事業所において業務及び
財産の状況を調査しました。また、子会社については、子会社の取締役及び監査役等と意思疎
通及び情報の交換を図り、必要に応じて子会社から事業の報告を受けました。

② 会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証する
とともに、会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求め
ました。また、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体制」
（会社計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」（企業会計審議
会）等に従って整備している旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。

以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借対照
表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書並びに連結計算書類
（連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表）について検討い
たしました。
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２．監査の結果
（1） 事業報告等の監査結果

① 事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示している
ものと認めます。

② 取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は
認められません。

③ 内部統制システムに関する取締役会の決議の内容は相当であると認めます。また、当該
内部統制システムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘
すべき事項は認められません。

（2） 計算書類及びその附属明細書の監査結果
会計監査人 和泉監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

（3） 連結計算書類の監査結果
会計監査人 和泉監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

2023年11月22日
株式会社フリークアウト・ホールディングス 監査等委員会

常 勤 監 査 等 委 員 井 出 博 之 印
監 査 等 委 員 高 田 祐 史 印
監 査 等 委 員 松 橋 雅 之 印

（注） 監査等委員井出博之、高田祐史及び松橋雅之は、会社法第２条第15号及び第331条第６項
に規定する社外取締役であります。

以 上
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株主総会参考書類
議案及び参考事項
第１号議案 取締役（監査等委員である取締役を除く。）4名選任の件

本総会の終結の時をもって取締役（監査等委員である取締役を除く。）全員（４名）が任
期満了となります。つきましては、取締役（監査等委員である取締役を除く。）４名の選任
をお願いしたいと存じます。
なお、本議案に関しまして、監査等委員会におきまして審議がなされましたが、特段指摘

するべき点はないとの意見を得ております。
取締役（監査等委員である取締役を除く。）候補者は、次のとおりであります。

候補者
番 号

氏 名
（生 年 月 日） 略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況 所有する当社

株 式 の 数

１ 本
ほん

田
だ

謙
ゆずる

(1974年９月６日生)

2005年９月 株式会社ブレイナー設立 代表取締役
2008年４月 ヤフー株式会社入社 広告本部

コンテンツマッチ広告開発部長
2010年10月 当社設立 代表取締役 CEO
2017年１月 当社 代表取締役 Global CEO
2018年２月 当社 代表取締役社長 Global CEO（現任）

5,834,100株

２ 永
なが

井
い

秀
しゅう

輔
すけ

(1980年10月23日生)

2004年４月 新日本監査法人(現 EY新日本有限責任監査法
人) 入所

2011年３月 エンデバー・パートナーズ株式会社 入社
2013年６月 ペットゴー株式会社 取締役 CFO
2016年11月 当社 入社
2017年12月 株式会社インティメート・マージャー

取締役
2017年12月 当社 取締役CFO（現任）

177,000株

３ 時
とき

吉
よし

啓
けい

司
じ

(1982年5月19日生)

2006年 4 月 株式会社ワコール 入社
2011年10月 株式会社フリークアウト（現 当社） 入社
2017年 1 月 株式会社フリークアウト 代表取締役社長

（現任）
2020年 1 月 当社 執行役員
2020年 8 月 本田商事株式会社 代表取締役社長（現任）
2020年12月 当社 取締役（現任）
2020年12月 広告事業管掌（現任）

183,000株
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候補者
番 号

氏 名
（生 年 月 日） 略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況 所有する当社

株 式 の 数

４ 大
おお

元
もと

伸
しん

一
いち

(1975年6月12日生)

2001年 4 月 伊藤忠商事株式会社 入社
2016年４月 ウェルネス・コミュニケーションズ株式会社

取締役
2020年９月 北京信伊産業投資コンサルティングサービス

有限公司 監査役
2022年10月 AKQA UKA株式会社 監査役
2022年10月 伊藤忠インタラクティブ株式会社

社外取締役
2023年４月 ジーアイクラウド株式会社

社外取締役（現任）
2023年 4 月 Inagora株式会社 社外取締役（現任）

０株

（注） １．各候補者と当社との間には、特別の利害関係はありません。
２．取締役候補者である本田 謙氏は、2010年10月に当社設立以降、創業者として代表取締役を務め、当社及び当社

グループ全体について経営の指揮及び監督を適切に行ってまいりました。また、同氏は、IT・広告分野を問わず幅
広い分野での経験を有する連続起業家であり、その幅広い経験を基に当社グループ経営全般を牽引いたしておりま
す。今後も、同氏の経験と知見が新規事業・投資事業を中心に、当社グループの更なる成長及び企業価値の向上に
貢献ができるものと判断し、引き続き取締役候補者といたしました。

３．取締役候補者である永井 秀輔氏は、2016年11月に当社へ入社し、当社執行役員として管理部門及び経営企画部
門を管掌してまいりました。その後、2017年12月より当社取締役CFOに就任し、当社の財務及び管理部門を統
括する責任者を務めるとともに、当社グループ会社を監督しています。同氏の幅広い経験及び知見を当社経営に活
かすことにより、当社グループの更なる成長及び企業価値の向上に貢献ができるものと判断し、引き続き取締役候
補者といたしました。

４．取締役候補者である時吉 啓司氏は、当社が創業後間もないタイミングで入社し、国内広告事業から、海外拠点の
代表、中核子会社である株式会社フリークアウトの代表取締役などを務め、株式会社フリークアウトの再成長や当
社の執行役員として海外拠点の整理・収益化に貢献いたしました。同氏の幅広い経験及び知見を当社経営に活かす
ことにより、当社グループの更なる成長及び企業価値の向上に貢献ができるものと判断し、引き続き取締役候補者
といたしました。

５．取締役候補者である大元 伸一氏は、伊藤忠グループ企業において会社役員の経験を有しており、幅広い知見から
当社経営に対して有用な助言・提案等が頂けることを期待し、当社の取締役として適任であると判断したため、取
締役候補者といたしました。

６．当社は役員等賠償責任保険契約を保険会社との間で締結しており、当該保険契約の内容の概要は事業報告の17頁に
記載のとおりです。候補者各氏が選任された場合は、当該保険契約の被保険者に含められることとなります。な
お、当該保険契約は2023年11月末日に同内容で更新しております。

７．上記の各候補者の所有する当社株式の数は、いずれも2023年9月30日時点における所有株式数となります。なお、
本田謙氏の所有株式5,834,100株は同氏の資産管理会社（MOTHERS OF INVENTION PTE LTD）が保有して
いる株式であります。
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第２号議案 補欠の監査等委員である取締役１名選任の件
法令に定める監査等委員である取締役の員数を欠くことになる場合に備え、あらかじめ補

欠の監査等委員である取締役１名の選任をお願いしたいと存じます。
なお、本議案につきましては、監査等委員会の同意を得ております。
また、本選任の効力につきましては、その就任前に限り、監査等委員会の同意を得て、取

締役会の決議によりその選任を取り消すことができるものといたします。
補欠の監査等委員である取締役候補者は、次のとおりであります。

氏 名
（生 年 月 日） 略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況 所有する当社

株 式 の 数

渡
わた

辺
なべ

英
えい

治
じ

(1969年８月21日生)

2000年１月 税理士登録
2000年10月 渡辺税理士事務所 代表税理士（現任）
2015年12月 当社 監査役
2016年12月 当社 取締役（監査等委員）

０株

（注）１．補欠の監査等委員である取締役候補者と当社との間には、特別の利害関係はありません。
２．渡辺英治氏は、補欠の監査等委員である社外取締役候補者であります。
３．渡辺英治氏を補欠の監査等委員である社外取締役候補者とした理由は、税理士であり、税務及び会計

に関する専門的な知識を有しており、有益な助言をいただけるものと期待したためであります。
４．渡辺英治氏は、社外役員となること以外の方法で会社の経営に関与した経験はありませんが、3.の理

由により社外取締役としての職務を適切に遂行することができるものと判断しております。
５．渡辺英治氏が監査等委員である社外取締役に就任した場合、当社は同氏との間で当社定款及び会社法

第427条第１項の規定に基づき、同法第423条第１項の損害賠償を限定する契約を締結する予定であ
ります。当該契約に基づく損害賠償責任額は、会社法第425条第１項に規定する最低責任限度額とい
たします。

６．渡辺英治氏は、東京証券取引所の定めに基づく独立役員の要件を満たしており、同氏が監査等委員で
ある社外取締役に就任した場合、当社は同氏を独立役員として同取引所に届け出る予定であります。

７．当社は役員等賠償責任保険契約を保険会社との間で締結しており、当該保険契約の内容の概要は事業
報告の17頁に記載のとおりです。渡辺英治氏が監査等委員である社外取締役に就任した場合は、当該
保険契約の被保険者に含められることとなります。なお、当該保険契約は2023年11月末日に同内容
で更新しております。
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第３号議案 会計監査人選任の件
当社の会計監査人である和泉監査法人は、本総会終結の時をもって任期満了により退任と

なりますので、監査等委員会の決議に基づき新たに会計監査人の選任をお願いするものであ
ります。
監査等委員会がEY新日本有限責任監査法人を会計監査人の候補者とした理由は、新たな

視点での監査が期待できることに加え、当社の今後の経営体制や事業展開を十分に理解した
うえでの機動的かつ迅速な監査が期待できること、会計監査人としての独立性及び専門性、
品質管理体制、監査実績等を総合的に勘案した結果、当社の会計監査人として適任と判断し
たためです。
会計監査人候補者は次のとおりであります。

（2023年９月30日現在）
名称 EY 新日本有限責任監査法人

主たる事務所 東京都千代田区有楽町一丁目1番2号
東京ミッドタウン日比谷 日比谷三井タワー

沿革 2000年4月1日設立

概要

構成人員 公認会計士社員 555名
その他社員 11名
公認会計士職員 2,623名

公認会計士試験合格者等職員 1,018名
その他職員 1,591名
合計 5,798名

（注）EY 新日本有限責任監査法人が原案どおり選任された場合、当社と同監査法人は会社法第427条第1項の規
定に基づき、同法第423条第1項の損害賠償責任を限定する契約を締結する予定であります。当該契約に基づく
損害賠償責任の限度額は会社法第425条第１項の最低責任限度額となります。

以 上
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日比谷線六本木駅
地下１階から大江戸線

六本木駅
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六本木ヒルズ
クロスポイント

1c番出口

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。

株主総会会場ご案内図
会場：東京都港区六本木六丁目３番１号

六本木ヒルズクロスポイント ３階オフィス
電話 03-6721-1740

＜交通のご案内＞
○地下鉄東京メトロ日比谷線「六本木」駅１ｃ番出口 徒歩約２分
○地下鉄都営大江戸線「六本木」駅３番出口 徒歩約５分

お願い：会場周辺の道路及び駐車場は混雑が予想されますので、お車でのご
来場はご遠慮ください。
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